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1 2023年3月期第1四半期決算概要 P1

本資料に記載されたすべての意見や予測、見通しなどは資料作成時点における入手可能な情報に基づいた弊社の判断であり、様々な要因の変化により、
実際の業績や結果とは大きく異なる可能性があることを、ご承知おきください。なお、本資料に記載されている会社名、製品名は各社の商標または登録商標です。

2 P112023年3月期事業方針

3 P16コア事業成長戦略
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ẑデジタルトランスフォーメーション。企業がビジネス環境の激しい変化に対応し、データとデジタル技術を活用して、顧客や社会のニーズを基に、製品やサービス、ビジネスモデルを変革するとともに、業務そのものや、組織、プロセス、企業文化・風土を変革し、

競争上の優位性を確立すること。（経済産業省「DX推進指標」）

企業のDX※を支援する

コンサルティングサービス
アプリ・システム開発

オンラインプログラミング

スクール「テックアカデミー」、

卒業生とメンターが

企業の開発支援を行う

「テックアカデミーワークス」

デザイナー特化型クラウドソー

シングサービス「JOOi」

スタートアップ企業への投資、

およびバリューアップ支援

DXФжАЕТ϶˔Э ӽ ϱрЦІЕЮрЕ ӽ

スポーツ関連事業 DSP「Bypass」、SSP「adstir」
アーティストの活動支援ができる

サービス「CHEERZ」

アバターゲームアプリ

「CocoPPa Play」

懸賞・プレゼントサイト

「ドリームメール」
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2023 3Ὦṍ 1◌ ṍ Ộ МϱжϱЕ

ϺжЮАϼІ
Узв˔ϯІ
зЦϱІ

DXЊзв˔Єдр

ⱢⱧỘ

プラスユー㈱
㈱インターナショナルスポーツマーケティング
フォッグ㈱
トレイス㈱

ユナイテッドマーケティングテクノロジーズ㈱アドテクノロジー領域

DXФжАЕТ϶˔Э ӽ

コンテンツ領域

ϱрЦІЕЮрЕ ӽ

2Q ⇔ψ

⇔ψ

P7⇔ψ

P16

P8⇔ψ

P9⇔ψ

P10⇔ψ

ὫỘ
‰ :   4,776 ד ˢ ◌ ṍ +0̋ˣ

ְỘ ׃ :   3,125 ד ˢ ◌ ṍ +4̋ˣ

‰ : 587 ד ( ◌ ṍ +9̋)

ְỘ ׃ : 9 ד ( ◌ ṍ +179 (ד

‰ : 3,258 ד ( ◌ ṍ ̚1̋)

ְỘ ׃ : 3,206 ד ( ◌ ṍ +0%)

売上高 : 661百万円 (前年同四半期比 +0%)
営業利益 :

売上高 : 270百万円 (前年同四半期比 +1％)
営業利益 : 152百万円 (前年同四半期比△2%)
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△22百万円 (前年同四半期比△99百万円)
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（単位：百万円）

2022 3Ὦṍ
1◌ ṍ

2023 3Ὦṍ
1◌ ṍ

◌ ṍ

売上高 4,752 4,776 +0％

売上総利益 3,651 3,796 +4％

販売費及び一般管理費 647 670 +4％

営業利益 3,003 3,125 +4％

営業外収益 10 9 △11％

営業外費用 5 9 +65％

経常利益 3,008 3,125 +4％

特別利益 - 359 +359

特別損失 - 2 +2

税金等調整前四半期純利益 3,008 3,481 +16％

四半期純利益※ 2,060 2,399 +16％

ẑ「親会社株主に帰属する四半期純利益」を示す

2022年5月1日に「クラッシュフィーバー」の共同運営権持分を譲渡したことにより、特別利益359百万円を計上。



2023 3Ὦṍ 1◌ ṍ ṍỘ

有価証券の一部を先渡契約により売却したため、営業利益以下の計画進捗率は50％台で進捗。
今後もコア事業の成長に向けたM&Aを検討するため、業績予想は据え置き。

50.0%

53.9%

53.9%

37.3%

ṍ ׃

Ὂ ׃

ְỘ ׃

‰

‰ ʿ12,800 ˢד ṍ +  1%ˣ

ְỘ ׃ ʿ 5,800 ˢד ṍ +  1%ˣ

Ὂ ׃ ʿ 5,800 ˢד ṍ +  1%ˣ
Κ

ṍ ׃ ʿ 4,800 ˢד ṍ +10%ˣ

EPSˢԁᶴ θϤ ˣ׃ ʿ ˢד208.00 ṍ +12%ˣ

ὫỘ
ᵓּזᶴ︠τṑ βϥ

ṍỘ ˢ 1◌ ṍⱲ ˣ

ᵓּזᶴ︠τṑ βϥ
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ꜛᾪᶴ꜠χ︡ ệ

資本効率および株式価値の向上を目的として、自己株式の取得を実行中。
なお、今回取得する自己株式の全株式数について、2023年2月28日に消却予定。

︡ ΰθᶴ꜠χ 当社普通株式

︡ ΰθᶴ꜠χ 165,900 株（上限550,000株に対して30％）

ᶴ꜠χ︡ ᴣᶛχ ᶛ 269 百万円 （上限1,000百万円に対して27％）

︡ ṍḧ 2022年5月12日～ 2022年6月30日 （2022年12月23日迄）

︡ 東京証券取引所における市場買付 （取引一任契約に基づく市場買付）

︡ ꜛᾪᶴ꜠χ Ẁ

今回取得する自己株式の全株式数

（株式総数上限550,000株の自己株式を取得した場合、

2022年5月11日時点の発行済株式総数に対する割合は2.7％）

ꜛᾪᶴ꜠χ︡ ệˢ2022 6Ὦ30 Ⱳ ˣ

ꜛᾪᶴ꜠χ Ẁˢ Ẁ ʿ2023 2Ὦ28 ˣ
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DXФжАЕТ϶˔Э ӽ ‰ʾְỘ ׃ ӱ

売上高は、人材マッチング事業の拡大により、前年同四半期比で増収。
営業利益は、教育事業の「テックアカデミー」において、受講者の獲得効率が改善したことにより、前年同四半期比で増益。
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ϱрЦІЕЮрЕ ӽ ‰ ӱʾְỘ Ɫ ᴣ ὴ▪‰

有価証券の売却、およびLP出資先の運用益の計上により、前年同四半期と同水準で着地。

3,283 

1,761 
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Ɫ
2022 6Ὦ

סּ ὓ ᶛ
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ÅЮиϸз
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78ᴑ̞ד
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◌ ṍ ʿ̚1̋

※うち㈱メルカリ株式の営業投資有価証券残高は7,098百万円
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ЀрГрБ ӽ ‰ʾְỘ ׃ ӱ

売上高は、「クラッシュフィーバー」の共同運営権持分の譲渡による減少を、フォッグ㈱の伸長により補い、前年同四半期と同水準で着地。
営業利益は、同譲渡による影響、およびフォッグ㈱における販促費拡大により、前年同四半期比で減益。
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主要広告主からの出稿ニーズが回復したことにより、前年同四半期と同水準で着地。
第2四半期以降も継続的な収益貢献を見込む。
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ЀϯⱧỘτνΜο

パーパスに基づき、DXプラットフォーム領域内の「教育事業」「人材マッチング事業」、および「投資事業」を
今後の成長をけん引するコア事業として設定。

ϱрЦІЕЮрЕ ӽDXФжАЕТ϶˔Э ӽ

ЀϯⱧỘ

DXЊзв˔Єдрᶴ꜠ᵓּזУзв˔ϯІ ϺжЮАϼІᶴ꜠ᵓּז ᶴ꜠ᵓּזзЦϱІ ⱢⱧỘ

ГАϼϯϸДЬ˔
ГАϼϯϸДЬ˔

м˔ϼІ

ⱢⱧỘễӾⱧỘ ∙ЫАЎрϽⱧỘ
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ЀϯⱧỘḧχ ὀ

コア事業間での連携を強化し、シナジーを創出することで、独自性のある強みを構築。

14

育成された
デジタル人材の供給

投資先の成長に資する
人材をマッチング

スタートアップの
人材ニーズを提供

教育カリキュラム
の提供

ⱢⱧỘễӾⱧỘ ∙ЫАЎрϽⱧỘ

デジタルスキルが習得できる
オンライン教育サービス

副業／フリーランスを
中心としたデジタル人材と
成長志向企業のマッチング

スタートアップ企業への投資

およびバリューアップ支援



ЮϸИЇЭ

各コア事業の成長が、相互の競争力向上とKPI拡大に繋がる成長メカニズムを実現。

15
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∙ЫАЎрϽⱧỘ

副業/フリーランスを中心としたデジタル人材と、成長志向企業のマッチングを行う。
以下の成長方針に基づき、投資を強化。

17

M&A・資本業務提携により、

事業ポートフォリオを拡充

成長志向企業と、デジタル人材を

マッチングするサービスを複数領

域で立ち上げ

JOOi（㈱リベイス）、および

テックアカデミーワークス（キラ

メックス㈱）の事業規模拡大

Ṍ ⱧỘχ M&AʾⱢ Ộ ὀ

χếᴟ

ṛⱧỘᵫ χếᴟ

ễӾⱧỘ ⱢⱧỘ∙ЫАЎрϽⱧỘ



2022 3Ὦṍ 1Q 2023 3Ὦṍ 1Q

∙ЫАЎрϽⱧỘ Ṍ ⱧỘχ

「JOOi」、「テックアカデミーワークス」ともに順調に案件数を拡大しており、
さらなる事業規模の拡大に向け、それぞれ強みを強化。

18

ễӾⱧỘ ⱢⱧỘ∙ЫАЎрϽⱧỘ

2022 3Ὦṍ 1Q 2023 3Ὦṍ 1Q

ГАϼϯϸДЬ˔ρχ ὀτϢϤʺὋ σм˔ϸ˔̞ χ

ᶈ Ϭ ϥάρπʺӛὯ χ ᴥτνσΫϥ

ГАϼϯϸДЬ˔м˔ϼІ

ῲ ⱢΣϢόְỘếᴟτϢϤʺМϱІϺиϬ βϥ

ЕАФДЃϱЗ˔ χ ᴥϬ ϥ

JOOi

＜案件数推移＞ ＜案件数推移＞

※テックアカデミー卒業生

˴68% ˴712%



∙ЫАЎрϽⱧỘ M&AʾⱢ Ộ ὀ

人材マッチング事業の領域拡大に向け、M&A・資本業務提携をそれぞれ2件実行。
今後も積極的なM&A・資本業務提携を検討。

19

ễӾⱧỘ ⱢⱧỘ∙ЫАЎрϽⱧỘ

Ɫ Ộ ὀM&A

即戦力人材シェアリング事業、および

ジョブ型複業人材マッチング事業を運営

ᶴ꜠ᵓּזЀЀЖи

採用支援事業、RPA支援事業、

およびコンサルティング事業を運営

ϱЛ˔Фᶴ꜠ᵓּז

スキルテストSaaS「ジョブテスト」、および

採用コンサルティング事業を運営

HeaRᶴ꜠ᵓּז

デジタルプロダクト開発支援プラットフォーム

「ATTEND biz」を運営

ᶴ꜠ᵓּזLbose

2022. 7. 4

2022. 8. 3

2022. 6. 10

2022. 6. 23



ễӾⱧỘ

デジタルスキルの習得を目的とした教育サービスをオンラインで提供。
以下の成長方針に基づき、事業規模の拡大を図る。

20

投資事業／人材マッチング事業から取得した

ニーズを基に、新たな領域にて教育サービス

を立ち上げ

ṛ ӽϒχᶈ

テックアカデミーと、テックアカデミー

ワークスとの連携を強化することで、実践的

なスキル習得による多様なキャリアパスの

実現を支援

∙ЫАЎрϽⱧỘρχ

ὀếᴟ

ⱢⱧỘ∙ЫАЎрϽⱧỘễӾⱧỘ



ễӾⱧỘ ∙ЫАЎрϽⱧỘρχ ὀếᴟ

「テックアカデミー」卒業生に対して、「テックアカデミーワークス」を通じて
実践的なスキルの習得に向けた実務機会を提供することで、多様なキャリアパスの実現を支援。

21
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ⱢⱧỘ

シード～アーリーステージのスタートアップを中心に、資金提供およびハンズオン支援によるバリューアップを行う。

22

パーパスに基づき、シード～アーリーステー

ジのスタートアップを中心に投資件数を拡大

ÅDXソリューション本部との連携により、コン

サルティングの知見を活かし、成長に向けた

ノウハウを提供

Å人材マッチング事業との連携により、投資先

スタートアップのニーズに合わせたデジタル

人材を提供

ⱧỘ ὀτϢϥ

МрЇϷр◦כếᴟ
ⱢὯ χᶈ

∙ЫАЎрϽⱧỘễӾⱧỘ ⱢⱧỘ



ⱢⱧỘ ︠σІЌ˔ЕϯАФ Ɫ

23

∙ЫАЎрϽⱧỘễӾⱧỘ ⱢⱧỘ

ЬЖи˙йϱЌ˔ЪІЕIPO Є˔Ж˙ϯ˔з˔



ⱢⱧỘ ︠σLP Ɫ

多数の外部ファンドへLP出資を行うことで、運用益の計上を見込むとともに、
新規投資案件のソーシング先としても活用(1,000社以上のスタートアップへリーチ可能)。

LP Ɫ

24

∙ЫАЎрϽⱧỘễӾⱧỘ ⱢⱧỘ
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本資料に記載されたすべての意見や予測、見通しなどは資料作成時点における入手可能な情報に基づいた弊社の判断であり、様々な要因の変化により、
実際の業績や結果とは大きく異なる可能性があることを、ご承知おきください。なお、本資料に記載されている会社名、製品名は各社の商標または登録商標です。

2 P112023年3月期事業方針

3 P16コア事業成長戦略

25



Ὣ ▄ὓ׃

（単位：百万円）

2022 3Ὦṍ

1◌ ṍ

2023 3Ὦṍ

1◌ ṍ

ᾚ

◌ ṍ ˢỲᶛˣ ◌ ṍ ˢ ˣ

売上高 4,752 4,776 +23 +0％

DXプラットフォーム領域 540 587 +46 +9％

インベストメント領域 3,283 3,258 △25 △1％

コンテンツ領域 660 661 +0 +0％

アドテクノロジー領域 268 270 +2 +1％

その他 △0 △1 △0 -

売上総利益※1 3,651 3,796 +145 +4％

DXプラットフォーム領域 △3 215 +218 -

インベストメント領域 3,226 3,226 △0 △0％

コンテンツ領域 223 153 △70 △31％

アドテクノロジー領域 204 201 △2 △1％

その他 △0 △0 +0 -

販売費及び一般管理費 647 670 +23 +4％

営業利益 3,003 3,125 +122 +4％

DXプラットフォーム領域 △170 9 +179 -

インベストメント領域 3,202 3,206 +4 +0％

コンテンツ領域 76 △22 △99 -

アドテクノロジー領域 155 152 △2 △2％

その他 △260 △221 +39 -

経常利益 3,003 3,125 +117 +4％

四半期純利益 2,060 2,399 +339 +16％

※1 各事業の主な売上原価は広告費、外注費、人件費 ※2 「親会社株主に帰属する当四半期純利益」を示す
26



Ὣ סּ

主に保有する上場株式の時価評価および売却による影響により、資産・負債が減少。

（単位：百万円）

ṍ

ˢ2022 3Ὦ ˣ

◌ ṍ

ˢ2022 6Ὦ ˣ
ṍ ₯ᶛ

流動資産 34,179 29,962 △4,217

現預金 12,165 13,095 +930

営業投資有価証券 18,789 12,613 △6,176

固定資産 4,521 3,908 △612

のれん 327 308 △19

資産合計 38,701 33,870 △4,830

流動負債 2,812 2,763 △49

固定負債 5,600 3,593 △2,006

繰延税金負債 5,524 3,531 △1,992

負債合計 8,412 6,356 △2,055

純資産 30,288 27,513 △2,774

その他有価証券評価差額金 9,601 5,216 △4,385

ẑうち上場株式の営業投資有価証券の時価評価及び売却による影響は、営業投資有価証券△6,332百万円、繰延税金負債△1,935百万円、その他有価証券評価差額金△4,385百万円
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Ộ ӱˢ2013 3Ὦṍ~2022 3Ὦṍˣ

2,530 

3,955 4,325 
5,552 

8,385 8,383 

22,318 

16,267 

12,609 12,714 12,800 

2 138 370
1,509 1,395 1,648

11,084

5,101 5,606 5,738 5,800

2013年

3月期

2014年

3月期

2015年

3月期

2016年

3月期

2017年

3月期

2018年

3月期

2019年

3月期

2020年

3月期

2021年

3月期

2022年

3月期

2023年

3月期

（予想）

（単位：百万円）

注力事業の絞り込みにより

売上高縮小の一方で収益性向上

㈱メルカリの上場に伴う

有価証券売却益を計上

28

パーパスに基づき、

コア事業を設定

連結売上高

連結営業利益

※2022年3月期からの新収益認識基準(企業会計基準第29号「収益認識に関する会計基準」および企業会計基準適用指針第30号「収益認識に関する会計基準の適用指針」)適用に伴い、

比較の容易性を高めるため、当資料内においてはアドテクノロジー事業の過年度業績について同基準を適用し、集計・記載
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Ԍ ӱ

8 8 8 8 8 8 8 8 11 

96 99 107 108 112 110 106 106 105 

101 97 97 94 97 97 93 94 100

68
57 40 35 32 32 32 31 31

42 
39 41 37 37 34 34 30 27 

50 
48 49 

50 48 54 58 56 51 

365 
348 342 332 334 335 331 325 325 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q

ⱲּזԌ

ζχ χ ԌˢϱрЦІЕЮрЕΣϢόזּ זּ ˣ

ϯЖГϼЛкЅ˔ Ԍזּ

ЀрГрБ Ԍזּ

DXФжАЕТ϶˔Э Ԍזּ

Ԍˢ ︡ ΣϢόḗ₰ ᵰזּʺ ԌḯϚˣ

（単位：百万円）

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q

2021年3月期 2022年3月期 2023年3月期
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